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神経細胞の軸索起始部（AIS）はNaチャネルが高密度で分布することによ

り、活動電位の発生部位として働く。近年、AISの構造はシナプス入力に応じ

て可塑的に変化し、このことが脳の機能発現や恒常性維持に関わることが知ら

れている。さらに、我々の最近の研究から、シナプス入力はAISの構造だけで

なく、そのチャネル発現も変化させ、このことが神経活動を巧妙に調節するこ

とも分かってきた。講義では、これらAISの可塑的変化について概説するとと

もに、そのメカニズム解明に向けた我々の取り組みを紹介する。 

  

 

 

多数の皆様の御来聴をお願い申し上げます。 

 

 

 

連絡先： 田中 光一 （分子神経科学分野 内線 5846） 
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